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引受計画　総額 7,604億9,293万円の補償額
令和5年度　事業計画 

水稲共済
引受面積
共済金額

17,494ha
151億9,552万円

令和６年産麦共済
引受面積
共済金額

3,545ha
13億3,988万円

家畜共済
引受頭数
共済金額

52,873頭
164億1,226万円

令和６年産果樹共済（ぶどう・なし）
引受面積
共済金額

3ha
1,810万円

畑作物共済（大豆・小豆）
引受面積
共済金額

2,552ha
6億7,405万円

園芸施設共済
引受棟数
共済金額

2,904棟
42億7,929万円

建物共済
引受棟数
共済金額

49,196棟
6,944億9,443万円

農機具共済
引受台数
共済金額

8,721台
280億3,940万円

保管中農産物補償共済
引受口数
共済金額

40口
4,000万円

令和4年度  事業報告
引受状況　総額 7,611億1,300万円の補償額

水稲共済
引受面積
共済金額

18,438ha
161億7,512万円

令和5年産麦共済
引受面積
共済金額

3,973ha
14億9,383万円

家畜共済
引受頭数
共済金額

51,858頭
157億4,293万円

令和5年産果樹共済（ぶどう・なし）
引受面積
共済金額

3ha
1,508万円

畑作物共済（大豆・小豆）
引受面積
共済金額

2,831ha
7億4,526万円

園芸施設共済
引受棟数
共済金額

2,838棟
43億7,095万円

建物共済
引受棟数
共済金額

49,196棟
6,944億9,443万円

農機具共済
引受台数
共済金額

8,721台
280億3,940万円

保管中農産物補償共済
引受口数
共済金額

36口
3,600万円

保管中農産物補償共済
農家負担掛金
共済金

77,000円
0円

支払状況　総額 6億9,609万円の支払い

水稲共済
農家負担掛金
共済金

8,381,997円
40,399,324円

麦共済
農家負担掛金※

共済金
31,582,517円
26,910,986円

家畜共済
農家負担掛金
共済金

90,676,214円
232,683,415円

果樹共済（ぶどう・なし）
農家負担掛金※

共済金
261,950円
235,980円

畑作物共済（大豆・小豆）
農家負担掛金
共済金

21,279,324円
18,470,767円

園芸施設共済
農家負担掛金
共済金

28,215,470円
17,395,477円

建物共済
農家負担掛金
共済金

470,828,709円
291,984,725円

農機具共済
農家負担掛金
共済金

98,601,956円
68,006,914円

合計 農家負担掛金 共済金749,905,137円 696,087,588円
※麦共済、果樹共済は令和5年産農家負担掛金

あいさつをするあいさつをする
山下組合長理事山下組合長理事

来賓の滋賀県農政水産部来賓の滋賀県農政水産部
加藤次長加藤次長

　

令
和
５
年
６
月
22
日
、
ピ
ア
ザ
淡
海（
大
津
市
）に
お
い
て
、
第
11
回
通

常
総
代
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

山
下
英
利
組
合
長
理
事
の
あ
い
さ
つ
に
始
ま
り
、
来
賓
の
滋
賀
県
農
政

水
産
部
・
加
藤
理
次
長（
知
事
代
理
）、
滋
賀
県
町
村
会
・
伊
藤
定
勉
会
長

よ
り
祝
辞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
議
長
に
は
東
近
江
市
の
太
田
勘
一
郎
総
代
が
選
出
さ
れ
、
令
和
４
年
度

事
業
報
告
、
令
和
５
年
度
事
業
計
画
、
収
支
予
算
な
ど
11
議
案
に
つ
い
て

慎
重
に
審
議
さ
れ
た
結
果
、
す
べ
て
の
議
案
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

第
11
回
通
常
総
代
会
　
全
議
案
を
可
決

特
集

第
１
号
議
案
令
和
４
年
度
事
業
報
告
書
、
財
産
目
録
、
貸

借
対
照
表
、
損
益
計
算
書
及
び
剰
余
金
処
分

案（
不
足
金
処
理
案
）の
承
認
に
つ
い
て

第
２
号
議
案
事
業
規
程
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

第
３
号
議
案
諸
規
則
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

第
４
号
議
案
実
施
体
制
の
改
善
計
画
に
つ
い
て

第
５
号
議
案
令
和
５
年
度
事
業
計
画
及
び
業
務
収
支
予
算

の
設
定
に
つ
い
て

第
６
号
議
案
令
和
５
年
度
事
務
費
賦
課
額
及
び
賦
課
方
法

の
承
認
に
つ
い
て

第
７
号
議
案
令
和
５
年
度
報
酬
額
の
決
定
に
つ
い
て

第
８
号
議
案
特
別
積
立
金
の
取
崩
し
に
つ
い
て

第
９
号
議
案
余
裕
金
預
入
先
指
定
に
つ
い
て

第
10
号
議
案
借
入
金
の
方
法
、
利
率
及
び
償
還
方
法
に
つ

い
て

第
11
号
議
案
損
害
評
価
会
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

報
告
事
項
農
業
経
営
収
入
保
険
事
業
に
つ
い
て

総
代
会
提
出
議
案

議長を務める議長を務める
太田総代太田総代

来賓の滋賀県町村会来賓の滋賀県町村会
伊藤会長伊藤会長

総代数 ................89人
本人出席 ............46人
書面出席 ............39人
出席者合計 ........85人
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滋賀県病害虫防除所のホームページ ▶ http://www.pref.shiga.lg.jp/boujyo/

ハスモンヨトウの幼虫

防除
情報

大
豆
の
害
虫
を
知
っ
て
、

減
収
を
防
ご
う
！

　
被
害
は
８
月
中
旬
以
降
か
ら
発
生
し
ま
す
。
ふ

化
し
た
幼
虫
が
集
団
で
葉
肉
を
食
害
し
ま
す
。
こ

の
た
め
、
被
害
葉
は
葉
皮
と
葉
脈
だ
け
が
残
り
、

                                                                   

は
く
へ
ん
よ
う

白
く
見
え
る
の
で
、
こ
れ
を
「
白
変
葉
」
と
呼
び
、

発
生
の
目
安
に
な
り
ま
す
。

　
幼
虫
は
成
長
に
伴
っ
て
分
散
し
、
多
発
す
る
と
葉

                             

さ
や

だ
け
で
な
く
莢
も
食
害
し
ま
す
。
幼
虫
が
小
さ
い

時
期
の
方
が
薬
剤
が
効
き
や
す
い
た
め
、
発
生
が

確
認
さ
れ
た
ら
早
め
に
薬
剤
を
散
布
し
ま
し
ょ
う
。

ハ
ス
モ
ン
ヨ
ト
ウ

　
大
豆
を
加
害
す
る
主
な
カ
メ
ム
シ
は
、
ア
オ
ク
サ

カ
メ
ム
シ
、
イ
チ
モ
ン
ジ
カ
メ
ム
シ
、
ホ
ソ
ヘ
リ
カ

メ
ム
シ
お
よ
び
ミ
ナ
ミ
ア
オ
カ
メ
ム
シ
で
す
。
近
年
、

ミ
ナ
ミ
ア
オ
カ
メ
ム
シ
が
徐
々
に
増
え
て
い
ま
す
。

                      

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

く
ず

　
大
豆
の
莢
が
吸
汁
さ
れ
る
と
「
屑
マ
メ
」
や
変
形

粒
と
な
り
ま
す
。
多
発
す
る
と
子
実
が
実
ら
な
く

な
り
、
落
葉
せ
ず
株
が
青
立
ち
と
な
り
ま
す
。

　
開
花
前
に
、
ほ
場
周
辺
の
雑
草
を
除
去
し
、
若

莢
期（
開
花
後
に
莢
が
伸
び
る
時
期
）か
ら
子
実
肥

大
期
に
数
回
の
薬
剤
防
除
を
行
い
ま
し
ょ
う
。
薬
剤

散
布
は
着
莢
部
分
に
薬
剤
が
か
か
る
よ
う
に
散
布

し
て
く
だ
さ
い
。

　
防
除
薬
剤
の
選
定
に
あ
た
っ
て
は
、適
用
病
害
虫
、

使
用
方
法
を
確
認
し
、
収
穫
前
日
数
に
注
意
し
て

防
除
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
こ
の
ほ
か
の
病
害
虫
の
見
分
け
方
や
最
新
の
発
生

予
察
情
報
な
ど
は
、
滋
賀
県
病
害
虫
防
除
所
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

吸
実
性
カ
メ
ム
シ
類

ミナミアオカメムシ ホソヘリカメムシ イチモンジカメムシ アオクサカメムシ

　耕
地
ご
と
の
被
害
に
も
対
応
で
き
る
よ
う
に
、

一
筆
全
損
特
例
と
一
筆
半
損
特
約
が
設
け
ら
れ

て
い
ま
す
。
　

PONM

LKJI

HGFE

DCBA

50%以上
減収

100%
減収

イ
ノ
シ
シ
に
よ
る
水
稲
の
倒
伏
被
害

耕地ごとに50％以上の被害が発生したら申告してください。

農作物共済

損
害
評
価
が
始
ま
り
ま
す

水
稲
共
済
　一
筆
全
損
特
例
・
一
筆
半
損
特
約
に
つ
い
て

一筆全損特例を
適用します。

耕地 E

一筆半損特約を
適用します。

耕地K

一筆全損特例
　全ての加入方式に標準で付加されています。
　獣害等で全損の耕地があった場合は、被害申告してください。
全損として評価を行い、平年の収穫量の７割分が共済金とし
て支払われます。

一筆半損特約

　加入方式によらず申込時に、一筆半損特約を付加する必要
があります。
　耕地ごとに50％以上100％未満の被害が発生した場合、被害
申告してください。５割の収量減（半損）として評価を行い、平
年の収穫量の２割分が共済金として支払われます。
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農作物共済

　
飼
料
価
格
の
高
騰
や
電
気
料
金
の
値
上
が
り
が
続

く
中
、
畜
産
農
家
の
み
な
さ
ん
は
大
変
な
苦
労
を
強

い
ら
れ
て
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状

況
で
は
牛
を
病
気
に
さ
せ
な
い
こ
と
、
一
頭
一
頭
の

生
産
性
を
上
げ
る
こ
と
が
今
ま
で
以
上
に
必
要
に

な
っ
て
き
ま
す
。
そ
こ
で
今
回
は
牛
群
の
健
康
診
断

で
あ
る
代
謝
プ
ロ
フ
ァ
イ
ル
テ
ス
ト（
Ｍ
Ｐ
Ｔ
）に
つ
い

て
紹
介
し
ま
す
。Ｍ
Ｐ
Ｔ
で
は
ま
ず
、
牛
群
全
体
か
ら

牛
の
ス
テ
ー
ジ
ご
と
に
数
頭（
３
〜
６
頭
）ず
つ
無
作

為
に
選
び
出
し
、
合
計
１０
〜
２０
頭
ほ
ど
の
血
液
検
査

を
行
い
ま
す
。
そ
の
検
査
結
果
か
ら
牛
群
の
ど
の
ス

テ
ー
ジ
で
異
常
が
起
き
て
い
る
か
を
分
析
し
、
問
題

点
と
改
善
策
を
考
え
ま
す
。

　
乳
牛
で
の
一
例
を
挙
げ
ま
す
。
図
は
尿
素
窒
素（
Ｂ

Ｕ
Ｎ
）の
結
果
を
グ
ラ
フ
に
し
た
も
の
で
、
横
軸
は
分

娩
後
日
数（
０
が
分
娩
日
、
マ
イ
ナ
ス
は
乾
乳
期
）、

▲
が
一
頭
一
頭
の
数
値
、
青
い
ラ
イ
ン
が
正
常
範
囲

の
上
限
と
下
限
を
示
し
て
い
ま
す
。Ｂ
Ｕ
Ｎ
は
ざ
っ
く

り
言
う
と
タ
ン
パ
ク
質
の
摂
取
量
を
反
映
し
ま
す
。

こ
の
牛
群
で
は
乾
乳
期
の
タ
ン
パ
ク
質
の
摂
取
量
が
不

足
し
て
い
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
ま
す
。
紙
面
の
関
係

で
一
項
目
だ
け
の
紹
介
と
な
り
ま
す
が
、
実
際
は
数

項
目
の
結
果
を
統
合
し
て
牛
群
の
状
態
を
判
断
し
ま
す
。

　
周
産
期
疾
患
が
多
い
、
肥
育
成
績
が
良
く
な
い
な
ど

異
常
が
あ
る
場
合
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
特
に
問
題
が
無

い
時
に
も
デ
ー
タ
を
取
っ
て
お
く
と
、
な
に
か
悪
い
変
化

が
生
じ
た
時
に
以
前
の
デ
ー
タ
と
比
較
す
る
こ
と
で
、
ど

こ
に
問
題
が
あ
る
の
か
を
知
る
手
が
か
り
と
な
り
ま
す
。

　
ご
興
味
が
あ
る
方
は
、Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
家
畜
診
療
所
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

MPT検査項目

家畜共済

牛
群
の
健
康
診
断

ト
レ
サ
登
録
の
お
願
い

　
家
畜
共
済
で
は
、牛
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ

法
に
基
づ
く
ト
レ
サ
情
報（
牛
個
体
識
別

情
報
）が
非
常
に
重
要
で
す
。
特
に
期
首

引
受
時
、
期
末
調
整
時
、
事
故
発
生
時
に

は
正
確
な
情
報
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　
家
畜
の
出
生
、導
入
、出
荷
、死
亡
が
あ
っ

た
場
合
に
は
、
ト
レ
サ
情
報
へ
の
迅
速
な

登
録
を
お
願
い
し
ま
す
。

【肥育牛】 ビタミンA、T-cho、AST、GGT、BUN
【乳　牛】 NEFA、Glu、T-cho、AST、GGT、Alb、TP、
　　　   BUN、Ca、IP、Mg

BUN（mg/dl）

（日）

保管中農産物
補償共済

農機具共済

　
農
作
業
事
故
は
さ
ま
ざ
ま
な
原
因
が
組
み
合
わ
さ
っ
て
発
生
し
ま
す
。

　
日
頃
か
ら
注
意
し
て
い
れ
ば
事
故
を
防
げ
る
か
も
し
れ
な
い
内
容
も
あ
れ
ば
、
近
年
の

異
常
気
象
の
影
響
に
よ
る
予
期
せ
ぬ
タ
イ
ミ
ン
グ
で
起
こ
る
事
故
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
例
え
ば
、「
大
雨
に
も
関
わ
ら
ず
、
農
作
業
を
済
ま
せ
よ
う
と
無
理
に
作
業
を
し
て
し

ま
う
」、「
手
元
が
見
え
な
く
な
る
時
間
ま
で
農
作
業
を
続
け
て
し
ま
う
」
な
ど
、
ゆ
と

り
あ
る
農
作
業
が
で
き
ず
事
故
を
引
き
起
こ
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
心
身
に
負
荷
の
大
き
い
環
境
下
で
の
農
作
業
は
、
事
故
が
発
生
し
や
す
い
の
で
注
意
が

必
要
で
す
。
常
に
起
こ
り
う
る
事
態
を
想
定
し
、
予
防
に
徹
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
！

農
機
具
の
ガ
ラ
ス
割
れ
事
故
防
止
啓
発
も
活
動
中
！

　
農
機
具
の
ド
ア
の
閉
め
忘
れ
等
の
う
っ
か
り
ミ
ス
に
よ
る
ガ
ラ
ス
割
れ
事

故
が
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
ガ
ラ
ス
割
れ
事
故
に
よ
り
、
作
業
の
遅
れ
や
工
程
の
変
更
、
ま
た
、
修

理
費
用
の
負
担
が
発
生
し
ま
す
。
ド
ア
の
閉
め
忘
れ
等
に
注
意
を
し
、
事

故
を
防
止
し
ま
し
ょ
う
。 農

作
業
事
故
に
要
注
意
！

　
滋
賀
県
で
は
昨
年
８
月
の
大
雨
に
よ
り
、収
穫
後
に
保
管
し
て
い
た
農
産
物
が
浸
水

す
る
大
き
な
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。ま
た
、無
人
の
倉
庫
を
狙
っ
て
保
管
中
の
農
産

物
を
盗
み
取
る
事
件
も
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
被
害
に
は
、農
業
者
の
方
自
ら
が「
収
入
保
険
等
へ
加
入
を
す
る
」な
ど

の
備
え
が
必
要
で
す
。

　
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
で
は
収
入
保
険
の
ほ
か
に
、品
目
を
限
定
し
て
保
管
中
の
農
産
物
が
災

害
に
よ
り
受
け
た
損
害
を
補
償
す
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　
手
頃
な
掛
金
で
補
償
対
象
の
広
い「
保
管
中
農
産
物
補
償
共
済
」で
災
害
に
備
え
ま

し
ょ
う
。

■ 

補
償
対
象

　
農
作
物
共
済（
水
稲
・
麦
）、果
樹
共
済（
ぶ
ど
う
・
な
し
）、畑
作
物
共
済（
大
豆
・

小
豆
）加
入
者
が
共
済
目
的
と
し
て
選
択
し
自
ら
が
生
産
し
た
農
産
物
。

■ 

補
償
対
象
と
な
る
主
な
事
故

　
建
物
に
保
管
中…

火
災
・
落
雷
・
破
裂
又
は
爆
発
・
盗
難
・
自
然
災
害

　
輸
送
中
の
事
故…

火
災
・
破
裂
又
は
爆
発
・
衝
突
・
墜
落
及
び
転
覆（
荷
崩
れ
を
除
く
）

■ 

補
償
額（
共
済
金
額
）

　
１
品
目
１
口
当
た
り
１
０
０
万
円（
口
数
に
上
限
無
し
）

■ 

補
償
期
間
及
び
共
済
掛
金

　
Ａ
タ
イ
プ…

連
続
す
る
１
２
０
日 

１
品
目
１
口
当
た
り
２
，５
０
０
円

　
Ｂ
タ
イ
プ…

１
年
間 

１
品
目
１
口
当
た
り
６
，５
０
０
円

倉
庫
な
ど
で
保
管
す
る

　
　農
産
物
へ
の
備
え
は

　
　
　
　
　
　で
き
て
い
ま
す
か
？

トラクター
111台

コンバイン
70台

その他
45台

田植機
9台

機種別事故状況（令和４年度）
（合計台数235台）

原因別事故台数（令和４年度）

接触
・
衝突

異物
の

巻き込み

墜落
・
転覆

その他

50

100

150

200

166
台

33台
16台 20台

ドアの閉め忘れ
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７
つ
の
ポ
イ
ン
ト

園
芸
施
設
共
済
で
農
業
経
営
を
支
え
ま
す

農作物共済

園
芸
施
設
共
済
で
事
故
に
備
え
を

　
近
年
は
、
台
風
が
勢
力
を
落
と
さ
ず
に
本
州
に
接

近
す
る
こ
と
が
多
く
、
令
和
４
年
は
台
風
１１
号
及
び

台
風
１４
号
に
よ
り
損
害
を
受
け
た
園
芸
施
設
３５
棟
に

対
し
、
共
済
金
２
，０
５
４
，７
６
２
円
を
お
支
払
い

し
ま
し
た
。

　
台
風
に
備
え
て
日
頃
か
ら
施
設
の
点
検
や
補
強
を

行
い
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
夏
季
は
ハ
ウ
ス
の
屋
根
に
溜
ま
っ
た
雨
水
等
に

よ
る
収
れ
ん
火
災
が
発
生
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

　
出
入
り
が
少
な
い
ハ
ウ
ス（
育
苗
用
ハ
ウ
ス
な
ど
）は
、

水
溜
ま
り
の
発
生
に
気
付
き
に
く
い
の
で
注
意
が
必
要

で
す
。

　
雨
水
等
が
被
覆
材
に
溜
ま
っ
て
い
る
場
合
は
早
期
に
除

去
し
ま
し
ょ
う
。

　
園
芸
施
設
共
済
で
は
、
自
然
災
害
や
火
災
等
に
よ
る

損
害
に
対
し
て
、
特
約
を
付
加
す
る
こ
と
で
、
１
万
円
を

超
え
る
損
害
か
ら
補
償
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

収れん火災　　引用：農林水産省

台風による施設の全壊

１
．

２
．

３
．

４
．

５
．

６
．

７
． 台

風
や
雪
害
な
ど
の
自
然
災
害
の
ほ
か
、
火
災

や
地
震
な
ど
幅
広
い
事
故
を
補
償
し
ま
す
。

共
済
掛
金
の
半
分
は
国
が
負
担
し
ま
す
。

ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
補
償
プ
ラ
ン
を
提
案
し
ま
す
。

耐
用
年
数
超
え
の
古
い
ハ
ウ
ス
も
補
償
し
ま
す
。

１
万
円
を
超
え
る
損
害
か
ら
共
済
金
を
お
支
払

い
し
ま
す
。（
特
約
付
加
の
場
合
）

事
故
月
の
翌
月
に
共
済
金
を
お
支
払
い
し
ま
す
。

（
撤
去
費
用
・
復
旧
費
用
は
こ
の
限
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
）

生
産
出
荷
部
会
等
の
集
団
加
入
で
掛
金
等
の
割

引
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

園芸施設共済

自然災害や鳥獣害などで
収量が下がった

市場価格が下がった

けがや病気で収穫ができない

倉庫が浸水して
売り物にならない

災害で作付不能になった

取引先が倒産した

盗難や運搬中の
事故にあった

¥
$

輸出したが為替変動で
大損した

青
色
申
告
を
行
っ
て
い
る
農
業
者（
個
人
・
法
人
）で
す
。

※

加
入
申
請
時
に
、青
色
申
告
実
績（
簡
易
な
方
式
を
含
む
）

が
１
年
分
あ
れ
ば
加
入
で
き
ま
す
。（
令
和
５
年
か
ら
青

色
申
告
を
開
始
さ
れ
る
方
も
加
入
が
で
き
ま
す
。）

収
入
保
険
に
加
入
し
ま
し
ょ
う

　
収
入
保
険
は
、
自
然
災
害
に
よ
る
収
量
減
少
だ
け
で
な
く
、
病
気
や
ケ
ガ
、
価
格
低

下
な
ど
も
含
め
た
収
入
減
少
を
補
償
し
ま
す
。

加
入
で
き
る
方
は

こ
ん
な
時
に
補
償
し
ま
す

多
く
の
方
に
加
入
い
た
だ
い
て
い
ま
す

※

収
入
保
険
と
農
業
共
済
、
ナ
ラ
シ
対
策
な
ど
の
類
似
制

度
は
、
ど
ち
ら
か
を
選
択
し
て
加
入
し
ま
す 

。

※

当
分
の
間
の
特
例
と
し
て 

、
野
菜
価
格
安
定
制
度
の
利

用
者
が
初
め
て
収
入
保
険
に
加
入
す
る
場
合
、
収
入
保

険
と
野
菜
価
格
安
定
制
度
を
同
時
利
用（
２
年
間
）
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

加入経営体 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度

個　人 277 517 688 836
法　人 86 138 212 268
合　計 363 655 900 1,104

収入保険加入者の推移（滋賀県内） （単位　件）

令和元年 令和4年令和3年令和2年
0

200

400

600

800

1000

1200

事
故
が
発
生
し
た
ら
必
ず
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
自
然
災
害
な
ど
に
よ
り
収
入
が
１
割
以
上
減

少
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
場
合
、
速
や
か
に

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。（
連
絡
が
な
い
場
合
、
保
険

金
等
が
支
払
わ
れ
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。）

【
主
な
確
認
内
容
】

●
対
象
事
故
と
発
生
月
日

●
対
象
事
故
に
か
か
る
農
産
物
等
の
種
類

●
対
象
農
産
物
の
数
量
減
少
程
度

営
農
計
画
を
変
更
す
る
と
き
は
必
ず
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

　
加
入
時
に
申
請
い
た
だ
い
た
保
険
期
間
中
の

営
農
計
画
（
作
付
け
す
る
品
目
や
面
積
な
ど
）

を
変
更
す
る
場
合
は
、
速
や
か
に
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。
基
準
収
入
金
額
、
保
険
料
等
の
再
計
算

を
行
い
ま
す
。

　
ま
た
、
農
作
業
日
誌
、
農
作
物
に
関
す
る
帳

簿
（
販
売
金
額
、販
売
数
量
、事
業
消
費
数
量
等
）

を
必
ず
記
帳
し
て
く
だ
さ
い
。

収
入
保
険
に
ご
加
入
の
み
な
さ
ま
へ
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く
よ
も
ん
農
園

愛
荘
町
東
円
堂

施設外観（くよもん農園提供）

久保田さん夫妻

くよもん農園
滋賀県愛知郡愛荘町東円堂2543‐5  

TEL. 0749‐42‐8311　FAX. 0749‐42‐8312
【営業時間】10：00～17：00　【定休日】日曜日・祝日　【HP】www.kuyomon.com

並
ん
で
い
る
。中
で
も「
地
元
野
菜
と
じ
ゃ
こ
の

ち
ら
し
寿
司
」や
、
地
元
に
古
く
か
ら
伝
わ
る

大
豆
「
み
ず
く
ぐ
り
」
を
使
っ
た
ぼ
た
も
ち
や

味
噌
が
人
気
だ
。

　
ま
た
、
自
家
製
の
麹
を
使
っ
た
調
味
料
や
甘

酒
な
ど
健
康
・
安
全
・
美
味
し
さ
を
追
求
し

た
商
品
や
、農
薬
使
用
を
極
力
抑
え
て
栽
培
し

た
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
の
販
売
に
も
力
を
入
れ
て

取
り
組
ん
で
い
る
。

　
優
子
さ
ん
は
、「
地
元
産
の
お
米
や
野
菜
、そ

れ
ら
を
使
っ
て
昔
な
が
ら
の
作
り
方
で
作
っ
た

『
ほ
ん
ま
も
ん
』の
総
菜
や
季
節
の
漬
物
、加
工

品
を
食
べ
て
欲
し
い
」と
話
す
。

　
季
節
ご
と
の
イ
ベ
ン
ト
商
品
も
多
彩
に
展

開
し
て
い
る
。

地域の

スポット
紹介

　
愛
荘
町
東
円
堂
で
米
、小
麦
、大
豆
な
ど
を

大
規
模
で
営
む
株
式
会
社
カ
ネ
ク
﹇
代
表
＝

久
保
田
九
さ
ん
（
48
）﹈
が
運
営
す
る
農
産
物

直
売
所「
く
よ
も
ん
農
園
」は『
安
心
を
作
る
こ

こ
ろ
』
を
モ
ッ
ト
ー
に
父
親
の
久
右
衛
門
さ
ん

ご
夫
婦
か
ら
九
さ
ん
ご
夫
婦
に
経
営
を
受
け

継
ぎ
２
世
代
と
も
ど
も
に
展
開
し
て
い
る
。

　
近
隣
農
家
と
自
作
の
農
産
物
を
無
駄
な
く

美
味
し
く
提
供
し
よ
う
と
の
思
い
で
、
２
０
１

６
年
６
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
直
売
所
は
、
年
間

約
３
万
人
の
お
客
さ
ん
の
来
店
が
あ
り
、九
さ

ん
の
妻
・
優
子
さ
ん
（
50
）
と
従
業
員
12
名
で

運
営
。

　
店
内
に
は
調
理
経
験
豊
富
な
近
所
の
女
性

達
が
作
る
総
菜
や
、季
節
の
漬
物
、加
工
品
が

く
　 

ぼ 

　
た
　
ひ
さ
し

ゆ
う
　
こ

く
　
　 

よ
　 

　
も
ん

くよもん農園

●
愛
知
川

東
海
道
新
幹
線

近
江
鉄
道

五
箇
荘

中
山
道

８

ファミリーマート
愛知川東円堂店　●

滋賀中央信用金庫●みゆき
公園

地元産のとれたて野菜が並ぶ くよもんかあちゃんの加工品が並ぶ

人気のおそうざいコーナー

kuyomonfam

加入者の声
万が一の備えとして、園芸施設共済、収入保険に

加入している農業者に話を聞きました。

近
江
八
幡
市

農
事
組
合
法
人
フ
ァ
ー
ム
す
ぎ
の
も
り

代
表

   

こ  

い
ず
み
　  

　ぶ
ん 

ぺ
い

小
泉
　文
平
さ
ん（
74
歳
）

【
経
営
面
積
】

水
稲
８
．２
㌶
・
麦
７
．２
㌶
、

育
苗
用
ハ
ウ
ス
１
棟
４
．２
㌃

全
壊
か
ら
の
再
建
へ

高
島
市

  

お
お  

つ
じ       

　ゆ
う     

た

大
辻
　雄
太
さ
ん（
76
歳
）

【
経
営
規
模
】

水
稲
２
．１
㌶

農
地
の
保
全
で
地
域
持
続
を

　
法
人
を
設
立
し
て
７
年
に
な

り
ま
す
が
、
そ
れ
以
前
か
ら
園
芸

施
設
共
済
に
加
入
し
て
い
ま
す
。

　
２
０
２
０
年
12
月
の
大
雪
で

育
苗
用
ハ
ウ
ス
が
全
壊
し
ま
し

た
。
水
稲
の
育
苗
用
ハ
ウ
ス
な

の
で
、
早
急
に
建
て
直
さ
な
け

れ
ば
間
に
合
わ
な
い
と
心
配
し

ま
し
た
が
、Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
の
迅
速

な
対
応
の
お
か
げ
で
、
水
稲
の

種
ま
き
ま
で
に
ハ
ウ
ス
を
再
建

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
小
さ
い
集
落
で
は
、
多
額
の

資
金
を
準
備
す
る
の
は
大
変
難

し
い
事
で
す
が
、
園
芸
施
設
共

済
に
加
入
し
て
い
た
お
か
げ
で
、

建
て
替
え
費
用
も
何
と
か
支
払

う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
の
園
芸
施
設
共

済
は
安
い
掛
金
で
、
突
然
の
大

き
な
災
害
に
も
直
ぐ
対
応
し
て

く
れ
ま
す
。
安
心
し
て
こ
れ
か

ら
も
農
業
を
続
け
ら
れ
ま
す
。

　
27
歳
の
時
か
ら
、
本
格
的
に
農

業
を
始
め
て
、
50
年
が
た
ち
ま
す
。

　
収
入
保
険
に
加
入
し
た
の
は
、Ｎ

Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
職
員
の
説
明
を
聞
き
「
あ

ら
ゆ
る
原
因
の
収
入
減
少
に
対
応

で
き
る
」
と
い
う
部
分
に
魅
力
を

感
じ
た
か
ら
で
す
。

　
近
年
の
天
候
は
、
感
覚
だ
け
の

農
業
で
は
対
応
で
き
な
い
脅
威
と
な

り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　
個
々
で
、
米
価
下
落
の
対
策
を

考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時

代
に
な
っ
て
き
て
い
る
と
感
じ
て
い

ま
す
。

　
実
際
に
、
天
候
不
順
な
ど
で
価

格
や
収
量
が
下
が
り
、
販
売
金
額

が
落
ち
込
ん
だ
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
そ
ん
な
時
、
保
険
金
を
受

け
取
る
こ
と
が
で
き
、
と
て
も

安
心
で
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
収
入
保
険
に
加
入
し

た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
青
色
申

告
の
数
字
を
意
識
す
る
よ
う
に

な
り
、
大
変
勉
強
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　
こ
の
先
、
高
齢
化
や
後
継
者

不
足
に
よ
り
農
業
を
辞
め
る
人

が
増
え
、
農
地
が
荒
廃
し
、
地

域
環
境
が
悪
化
し
て
い
く
こ
と

が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
農
地
の
保
全
と
地
域
環
境
を

守
る
と
い
う
使
命
感
を
持
ち
、

年
齢
の
こ
と
を
考
え
な
が
ら
、

コ
ツ
コ
ツ
と
営
農
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

園芸施設
共済

収入
保険
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※取扱者印なきものは無効

滋賀県農業共済組合

年　　月　　日　　上記金額正に領収いたしました

農機具共済掛金等

水 稲 共 済 掛 金 等
建 物 共 済 掛 金 等但し

金　　額

現金・小切手
内　訳

取
扱
者
印

様
№　 00001領　収　書

家 畜 診 療 費 等

組合長理事   山 下 英 利

令和 見 本

お
知
ら
せ

限
度
額
上
限

２
，０
０
０
万
円
に
拡
大

農
機
具
共
済

１　
令
和
５
年
９
月
１
日
責
任
開
始
分
よ
り
共
済
金
額

（
補
償
額
）の
限
度
額
が
現
在
の
１
，０
０
０
万
円
か
ら

２
，０
０
０
万
円
に
拡
大
し
ま
す
。

　
高
額
な
農
機
具
を
お
持

ち
の
方
は
、
こ
の
機
会
に

補
償
の
見
直
し
を
ご
検
討

く
だ
さ
い
。（
共
済
金
額
は

新
調
達
価
額
が
上
限
で
す
。）

共
済
掛
金
等
の
納
入
は
、

口
座
振
替
で
お
願
い
し
ま
す
。

　
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
で
は
、
法
令
遵
守
の
観
点
か
ら
、
現
金

の
取
り
扱
い
に
よ
る
事
故
を
未
然
に
防
止
す
る
た
め
、

口
座
振
替
に
よ
る
共
済
掛
金
等
の
納
入
を
お
願
い
し

て
い
ま
す
。

　
組
合
員
の
み
な
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

※

や
む
を
得
ず
現
金
で
納
入
さ
れ
た
場
合
は
、
連
番
複
写
式
の
領

収
書
を
発
行
し
ま
す
。

被
害
申
告
に
つ
い
て

　
８
月
中
旬
か
ら
水
稲
の
刈
り
取
り
が
始
ま
り
ま
す
。

気
象
上
の
原
因
に
よ
る
災
害
や
病
虫
害
、
鳥
獣
害
等

に
よ
り
加
入
方
式
ご
と

の
基
準
を
超
え
る
減
収

被
害
が
見
込
ま
れ
る
場

合
は
、
必
ず
刈
り
取
る

前
に
被
害
申
告
を
し
て

く
だ
さ
い
。

口
座
振
替

３

水
稲
共
済

２

UP

滋賀県警察からのお知らせ

 
右のようなメッセージは全て詐欺メールです。

身に覚えのない請求は家族・警察に相談しましょう。 
←さらに手口を詳しく知りたい方は、こちらの
　二次元コードを読み取ってください。

そのメール（SMS）、詐欺じゃない？

（https://youtu.be/vC36xHcrRyg）

SMS/MMS◯月●日（火） 15：46
【至急】
ご利用料金につきまして至急ご連絡ください。050-1234-＊＊＊＊

当選確認お願いしますおめでとうございます！お金配りに当選しました！
当選金の振込み申請はこちらhttp://bit.sagimail
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身近な「農」を
　　　　見つけよう！

作品募集コンクール

　米、野菜、花、果樹、家畜などを対象とした、つくる・育てる・収穫す
る農作業風景や、収穫の喜び、農村風景、田園風景など「農業」が作り
出す豊かな自然、美しい景観、人の喜びを題材とした絵画とします。
県内小学校の２年生・４年生・６年生が対象です。
今年もたくさんの応募をおまちしています。

令和5年9月13日（水）必着〈応募締切〉
〒520-0051
大津市梅林一丁目14番17号 
NOSAI滋賀　企画グループ
TEL.077-524-5678（直）
TEL.077-524-4688（代）

〈お問い合わせ〉

テーマ

「うし」
第21回『農』絵画コンクール ２年生の部

滋賀県知事賞受賞作品

「蓮収穫」
第21回『農』絵画コンクール ６年生の部

滋賀県知事賞受賞作品

「どろだらけの妹」
第21回『農』絵画コンクール ４年生の部

滋賀県知事賞受賞作品

第22回

元気な絵を
まってるよ!

新規採用職員紹介

出身地は米原市です。
失敗しても、折れないような強い職員になりたいです。ま
だまだ未熟者ですが、農家の方に少しでも早く貢献でき
るように、毎日努力したいと思います。よろしくお願いし
ます。

出身地は東近江市です。
高校生のころから農作物の直売所が好きで、近辺はもち
ろん遠出した際にも見かければほぼ立ち寄ってしまいま
す。安心して農業に取り組める地域づくりに貢献します。

事業第１グループ
主事

事業第１グループ
主事

所属　北部支所所属　東部支所
ま  ぶち　あつ  し

馬渕 敦士
とく なが　 ゆう  や

徳永 雄哉

出身地は兵庫県神戸市です。
前職では、沖縄県で働いていました。
農家の皆様のニーズに応えられる獣医師になりたいと
考えています。
どうぞよろしくお願いします。

出身地は大阪府柏原市で、
酪農学園大学を卒業しました。
学生時代はサッカーサークルに所属していました。
立派な獣医師となり、皆様のお役に立てるよう頑張りま
す。よろしくお願いします。

東部診療グループ
技師

西部診療グループ
技師

所属　家畜診療所所属　家畜診療所
すぎ  た 　りょうすけ

杉田 良介
ご　とう　 よし あき

後藤 圭昭

出身地は大津市です。
最近ドローンに興味があり、いつか資格を取りたいです。
少しでも農家の方に寄り添えるような職員を目指して
頑張りたいと思います。
どうぞよろしくお願いいたします。

出身地は東近江市です。
小学生の頃から円周率を覚えることに興味があり、今は
７０桁暗唱できます。これから農家の皆様のお力になれる
よう頑張りますので、よろしくお願いいたします。

企画グループ
主事

収入保険グループ
主事

所属　本所所属　本所
おく むら　 みず  き　

奥村 水葵
はま なか　  あい

濱中  藍
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この広報紙「NOSAIしが」は
地球環境にやさしい印刷方法で
作成しています。

編集発行／滋賀県農業共済組合
〒520-0051 大津市梅林一丁目14番17号

http://www.nosai-shiga.or.jp
E-mailでのお問い合わせはホームページより
お願いします。

TEL.077-524-4688　FAX.077-521-0167

0120-519-031 NOSAI ノンちゃん

ホームページで
水稲・麦の生育情報を
掲載しております

2023 夏号 Vol .41

滋賀県農業共済組合職員（一般職）の募集について
〈採用試験案内〉

ご連絡 · お問い合わせは下記電話番号へ
支 所 名

０１２０‒０３１‒３９３ ０７７‒５８２‒３００６
０７４０‒２２‒３９５１０１２０‒１３３‒９５１

南 部 支 所 大津市、草津市、守山市、栗東市、野洲市
高島市高島出張所

管 轄 地 域 電話番号フリーダイヤル

０１２０‒７３９‒０３１ ０７４８‒２０‒５２２５
０７４８‒６３‒１３３００１２０‒８６３‒０３１

東 部 支 所 近江八幡市、東近江市、日野町、竜王町
湖南市、甲賀市甲賀出張所

０１２０‒５０９‒０３１ ０７４９‒７３‒４３２１
０７４９‒２８‒２７１１０１２０‒１６３‒０３１
０７７‒５２４‒４６８８０１２０‒５１９‒０３１

北 部 支 所 長浜市、米原市
彦根市、愛荘町、豊郷町、甲良町、多賀町湖東出張所

本 　 　 所

１.　

２.

３.　

４.　

５.　

採用予定人数

採 用 予 定 日

応 募 資 格

試 験 日

応募受付期間

3人程度
令和６年４月１日
次の要件をすべて満たす方
①平成９年４月２日から平成14年４月１日までに生まれた方。
②学校教育法に基づく大学（短期大学を除く。以下「大学」という。）を卒業した方、また
は令和６年３月31日までに大学を卒業する見込みの方。

③普通自動車運転免許を保有もしくは令和６年３月までに取得見込みの方。

一次試験（筆記試験） 令和５年９月29日（金）
二次試験（小論文・面接） 令和５年10月下旬
 （日時については、一次試験合格者に通知します。）

令和５年８月１日（火）～令和５年９月１日（金）
詳細については、ホームページをご確認ください。
（http://www.nosai-shiga.or.jp）

Q

応募締切り

9月7日㈭
令和5年

当日消印有効

正解者の中から抽選で３０名の方に賞品をプレゼントします。当選者の発表は賞品の発送をもってかえさせていただきます。

281人のご応募がありました。ありがとうございました。

答えは 「竜マヨ」 でした。

竜王町鏡の国道8号線沿いにある「道の駅　竜王かが
みの里」では、竜王産のお米を使って出来たマヨネー
ズ「 」を販売している。米粉を炊き上げ、発酵さ
せてマヨネーズ風に仕上げたもの。あっさりとした味
わいです。
に入る言葉は何でしょうか？

※ＮＯＳＡＩクイズへの応募によって得られた個人情報は、クイズの賞品の抽選と今後の広報紙作成の参考意見として利用する以外、その他の目的に利用することはありません。

問
題

〒520-0051 ①答え ○○○○
②〒・住所
③氏名
④年齢
⑤電話番号
⑥ご意見・ご感想

大
津
市
梅
林

　
　
　一
丁
目
14
番
17
号

滋
賀
県
農
業
共
済
組
合

企
画
グ
ル
ー
プ 

行

切
手

オ
モ
テ

ウ
ラ

愛荘町東円堂にある農産物直売所「 農園」
では、「昔ながらの作り方で作った『ほんまもん』の
味を食べて欲しい」と地元産のお米や野菜を使っ
た、総菜や季節の漬物、加工品が並んでいます。
に入る直売所の名前は何でしょうか？

N O S A I ク イ ズ

ハガキに①クイズの答え②郵便番号・住所③氏名④年齢
⑤電話番号⑥ご意見・ご感想を記入してご応募ください。

応募方法

〒520-0051　大津市梅林一丁目14番17号
滋賀県農業共済組合 企画グループ 行

応募先

前回の
答え


